
検討の進め方・スケジュール

○ ワーキンググループにおいて、高齢者の保健事業のあり方について、先行的な研究成果を踏まえ方向性を議論、検討いただく。

○ その検討の方向性に沿って、作業チームにおいて、先行的な現場での取組内容を踏まえながら、より具体的な保健事業の実施

内容について検討を進める。

○ 作業チームにおいて検討された内容について、ワーキンググループに報告し、高齢者の保健事業のあり方の成案を得るとともに、

最終的には 広域連合が取組の参考とするガイドラインなどを策定いただく最終的には、広域連合が取組の参考とするガイドラインなどを策定いただく。

○ 平成28年度についてはガイドライン（暫定版）を、平成29年度においては、モデル事業の更なる効果検証を通じてガイドラインの

成案（事例集含む）を策定いただく。

項目 平成２８年度 Ｈ２９ Ｈ３０項目 平成２８年度 Ｈ２９ Ｈ３０～

ワーキング
グループ

W (7/20) W W

ガ ガ

・要綱、課題・進め方

・高齢者の保健事業の
あり方の議論、検討

・ガイドラインの
方向性の議論、
検討

・ガイドライン案の
検討、策定

・H29年度の課題
の検討

イ
ド
ラ
イ

・効果的・
効率的な実施・
運用方法等の
検討

イ
ド
ラ
イ

作業チーム T (9/14)  T
○作業チームの検討事項

・ガイドライン骨子

・ガイドライン原案
の検討、作成

の検討

デ タ提出

ン
（
暫
定
版

ン
策
定

データ提出
効果検証

モデル事業

・評価の枠組みの検討
・ヒアリングの進め方

全
国

データ提出
・分析等

版
）

効果検証

☆11月上旬
ヒアリング予定

国

展
開

各広域（市町村）の創意工夫により実施 ガイドライン（暫定
版）に沿って実施


